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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

非特異的な DNA 脱メチル化剤が骨髄異形成症候群（MDS）の治療に奏効するメカニズムに、遺伝子

特異性が存在することに着目した研究であり興味深いテーマである。しかし、当初の目標に対して研究

が遅れており、今後一層の努力が必要である。 
当初、神戸先端医療センターと神戸大学の研究者と準備していた DNA 脱メチル化剤であるデシタビ

ンの臨床試験が中止になり、臨床側との研究体制が長崎大学との共同研究に変更されたことが、研究の

遅延の原因の一つと思われる。 
現在まで本研究費による論文発表はないが、研究代表者のこれまでの研究業績から考えて、実験が稼

働し始めた現在、基盤研究（Ｓ）に相応しい成果が期待できる。 
 


